
環
境
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

　
他
社
と
の
連
携
も
ポ
イ
ン

ト
だ
。
ホ
ン
ダ
は
さ
い
た
ま

市
で
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
実

験
を
始
め
た
。
電
力
だ
け
で

な
く
熱
も
余
っ
た
世
帯
か
ら

不
足
す
る
世
帯
へ
と
送
っ
て

余
分
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
を

減
ら
す
。

年
ま
で
に
自
動

車
の
走
行
分
を
含
む
Ｃ
Ｏ
２

の
排
出
を
ゼ
ロ
に
で
き
る
技

術
の
確
立
を
目
指
す
。

　
実
験
に
使
う
太
陽
光
パ
ネ

ル
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ

ン

熱
電
併
給

シ
ス
テ
ム

は
ホ
ン
ダ
製
、
ス
マ
ー
ト
メ

ー
タ
ー

通
信
機
能
付
き
電

力
量
計

、
蓄
電
池
、
電
気

と
熱
の
融
通
を
制
御
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ
ム
は

東
芝
製
だ
。
家
は
積
水
ハ
ウ

ス
が
建
設
し
た
。
ホ
ン
ダ
担

当
者
は
「
３
社
が
技
術
を
持

ち
寄
る
こ
と
で
、
暮
ら
し
全

体
に
対
す
る
環
境
負
荷
低
減

の
取
り
組
み
が
で
き
る
」
と

期
待
す
る
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
も
革
新
に

よ
っ
て
環
境
負
荷
の
大
幅
な

低
減
が
期
待
で
き
る
。
中
で

も
電
力
イ
ン
フ
ラ
で
は
大
型

蓄
電
池
が
革
新
の
カ
ギ
を
握

る
。
経
済
産
業
省
は
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
国
内
導
入

量
の
試
算
を
公
表
し
た
。
現

時
点
で
計
画
中
の
再
生
エ
ネ

発
電
設
備
す
べ
て
が
稼
働
す

る
と

年
の
供
給
量
は
２
０

９
５
億

時
と
な
り
、
日

本
の
電
力
需
要
の

％
を
占

め
る
。
単
純
に
考
え
る
と
日

本
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が

％
減
る
わ
け
だ
が
、
実
現

は
難
し
い
。

　
計
画
中
の
再
生
エ
ネ
設
備

の
う
ち
太
陽
光
が

％
を
占

め
る
。
風
力
発
電
も
含
め
、

気
象
条
件
で
発
電
量
が
変
わ

る
再
生
エ
ネ
が
電
力
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
つ
な
が
る
と
、
電

力
需
給
は
不
安
定
化
す
る
。

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
大

型
蓄
電
池
の
導
入
が
始
ま
っ

た
。
蓄
電
池
は
再
生
エ
ネ
が

つ
く
り
す
ぎ
た
電
力
を
た

め
、
必
要
な
と
き
に
放
電
し

て
電
力
系
統
を
安
定
に
保

つ
。

　
大
型
蓄
電
池
で
も
っ
と
も

実
績
が
あ
る
の
が
日
本
ガ
イ

シ
の
ナ
ト
リ
ウ
ム
硫
黄

Ｎ

Ａ
Ｓ

電
池
だ
。
こ
れ
ま
で

に
国
内
外
で
１
９
０
カ
所
に

導
入
済
み
。
電
力
系
統
の
安

定
化
対
策
と
し
て
、
す
で
に

青
森
県
六
ケ
所
村
の
風
力
発

電
所
で
使
わ
れ
て
い
る
。
Ｎ

Ａ
Ｓ
電
池
も
含
め
蓄
電
池
の

ほ
と
ん
ど
は
非
常
用
電
源
と

し
て
工
場
や
ビ
ル
に
設
置
さ

れ
て
き
た
。
再
生
エ
ネ
の
導

入
を
支
え
る
系
統
安
定
化
対

策
だ
と
社
会
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
に
大
き
く
貢
献
で
き

る
。

　
再
生
エ
ネ
と
蓄
電
池
を
組

み
合
わ
せ
た
電
力
イ
ン
フ
ラ

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
が
増
え

て
い
る
新
興
国
に
も
導
入
で

き
る
。
環
境
技
術
の
集
合
で

大
幅
な
Ｃ
Ｏ
２
削
減
を
実
現

す
る
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
も
含
め
、
海
外
輸
出
に

も
期
待
が
か
か
る
。

他
社
と
連
携
、
海
外
輸
出
に
も
期
待

太陽光発電の電力安定化対策として大型電池の
導入が始まった（日本ガイシのＮＡＳ電池）

柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
日
立
が
納
入
し
た
国
内
最
大
の
リ
チ
ウ
ム

イ
オ
ン
二
次
電
池
。
地
域
の
電
力
需
給
を
調
整
し
、Ｃ
Ｏ
２
を
削
減

　
千
葉
県
柏
市
で
７
月
、
日
本
初
の
本
格
的
な
ス
マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

次
世
代
社
会
イ
ン
フ
ラ

が
開
業

し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
蓄
電
池
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

情
報
通
信
技
術

の
組
み
合
わ
せ
で
地
域
全
体
の
二
酸
化

炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を

％
減
ら
せ
る
見
通
し
だ
。
こ
れ
ま
で
産
業
界
は
製
品
単
品
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

追
求
し
て
き
た
。
街
や
地
域
、
イ
ン
フ
ラ
の
よ
う
な
広
範
囲
の
省
エ
ネ
化
を
考
え
る
と
、
技
術
の
組
み
合
わ
せ
に

よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
、
環
境
負
荷
を
大
き
く
低
減
で
き
る
。
環
境
技
術
の
組
み
合
わ
せ
は
ス
マ
ー
ト

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
普
及
に
も
つ
な
が
る
。

スマートコミュニティー相次ぎ誕生街・地域全体で環境負荷低減
ホンダのスマートハウス実証棟にあ
るガスコージェネとエネルギー管理
システム

エネ管理、電力融通で過不足補う

再生エネ活用蓄電池の革新カギ

技
術
組
み
合
わ
せ
省
エ
ネ
推
進

丸ごとＣＯ２削減１０００世帯の街・工業団地
今春街びらきしたフジサワサスティナブル・スマートタウン

（ ） 　　 （第２部） ２０１４年 平成２６年 ９月３０日 火曜日 　　

　
７
月
、
三
井
不
動
産
が
柏

市
で
進
め
る
大
型
都
市
開
発

事
業
「
柏
の
葉
ス
マ
ー
ト
シ

テ
ィ

Ｓ
Ｃ

」
の
中
核
と

な
る
街
区
「
ゲ
ー
ト
ス
ク
エ

ア
」
が
開
業
し
た
。
オ
フ
ィ

ス
棟
や
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ぶ

こ
の
街
を
中
心
に
最
先
端
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
が
始
ま
っ

た
。

　
ゲ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
は
隣
接

す
る
商
業
施
設
「
ら
ら
ぽ
ー

と
柏
の
葉
」
と
の
間
で
電
力

を
や
り
と
り
す
る
「
電
力
融

通
」
を
し
て
い
る
。
平
日
、

オ
フ
ィ
ス
の
電
力
需
要
が
増

え
た
ゲ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
に
向

け
て
、
ら
ら
ぽ
ー
と
柏
の
葉

か
ら
電
力
を
供
給
す
る
。
休

日
は
電
力
が
余
る
ゲ
ー
ト
ス

ク
エ
ア
か
ら
、
ら
ら
ぽ
ー
と

柏
の
葉
へ
と
電
力
を
送
る
。

過
不
足
を
地
域
全
体
で
補
う

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
に
よ
っ
て

電
力
ピ
ー
ク
を

％
抑
え
、

年
１
０
０
０
万
円
の
電
力
料

金
を
削
減
で
き
る
見
込
み

だ
。

　
ゲ
ー
ト
ス
ク
エ
ア
、
ら
ら

ぽ
ー
と
柏
の
葉
は
太
陽
光
発

電
所
と
蓄
電
池
を
備
え
る
。

こ
れ
ま
で
太
陽
光
パ
ネ
ル
の

電
力
は
建
物
か
敷
地
単
位
で

し
か
利
用
で
き
な
か
っ
た

が
、
電
力
融
通
の
お
か
げ
で

地
域
全
体
で
使
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
柏
の
葉
Ｓ
Ｃ
の
街

づ
く
り
に
協
力
す
る
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
企
画

東
京
都
中

央
区

の
試
算
に
よ
る
と
従

来
の
都
市
開
発
よ
り
も
地
域

全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
を

％

削
減
で
き
る
と
い
う
。

　
地
域
全
体
が
２
０
２
３
年

に
完
成
す
る
と
２
万
６
０
０

０
人
が
暮
ら
す
。
エ
ネ
ル
ギ

ー
管
理
の
高
度
化
で

年
に

は

％
、

年
に
は

％
の

削
減
が
可
能
と
い
う
。

　
現
在
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
や

蓄
電
池
、
家
庭
用
や
ビ
ル
用

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス
テ

ム

Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ
、
Ｂ
Ｅ
Ｍ

Ｓ

の
普
及
が
進
み
、
家
や

ビ
ル
単
位
で
電
力
を
効
率
的

に
使
え
る
環
境
が
整
っ
た
。

柏
の
葉
Ｓ
Ｃ
の
よ
う
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
を
地
域
単
位
へ

と
広
げ
る
と
、
電
力
コ
ス
ト

の
削
減
や
環
境
負
荷
の
低
減

で
一
度
に
大
き
な
効
果
が
生

ま
れ
る
。

　
企
業
に
も
事
業
チ
ャ
ン
ス

は
広
が
る
。
柏
の
葉
Ｓ
Ｃ
で

稼
働
す
る
蓄
電
池
の
１
台
は

日
立
製
作
所
が
納
入
し
た
。

充
電
容
量
３
８
０
０

時

は
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電

池
と
し
て
国
内
最
大
。
製
作

し
た
日
立
化
成
に
と
っ
て
も

１
０
０
０

時
超
の
蓄
電

池
は
初
め
て
。
日
立
は
三
井

不
動
産
な
ど
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
地

域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
も
開
発
し
た
。

日
立
関
係
者
は
「
都
市
開
発

向
け
に
大
型
シ
ス
テ
ム
が
増

え
て
く
る
」
と
期
待
す
る
。

　
４
月
に
第
１
期
の
街
び
ら

き
を
迎
え
た
神
奈
川
県
藤
沢

市
の
「
フ
ジ
サ
ワ
サ
ス
テ
ィ

ナ
ブ
ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ

ン
」
も
街
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量

を
大
幅
に
減
ら
す
。

年
ま

で
に
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
が
中
心

と
な
っ
て
１
０
０
０
世
帯
が

生
活
す
る
新
し
い
街
を
開
発

す
る
計
画
で
、
一
戸
建
て
６

０
０
戸
、
マ
ン
シ
ョ
ン
、
商

業
施
設
の
ほ
と
ん
ど
の
建
物

に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を
搭
載
す

る
。
各
家
庭
に
は
Ｈ
Ｅ
Ｍ
Ｓ

も
採
用
し
、
電
力
の
ム
ダ
遣

い
を
省
く
。

　
フ
ジ
サ
ワ
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ

ル
・
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
は
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
工
場
跡
地
に

一
か
ら
街
を
つ
く
る
た
め
、

す
べ
て
の
建
物
が
ス
マ
ー
ト

ハ
ウ
ス
、
ス
マ
ー
ト
ビ
ル
と

な
る
。
街
全
体
の
Ｃ
Ｏ
２
を

％
削
減
す
る
構
想
だ
。

　
製
造
業
で
も
工
場
単
位
か

ら
工
業
団
地
丸
ご
と
に
目

を
向
け
て
大
幅
に
Ｃ
Ｏ
２
を

削
減
で
き
た
事
例
が
あ
る
。

ト
ヨ
タ
自
動
車
が
宮
城
県
大

衡
村
で

年
春
に
稼
働
さ
せ

た
工
業
団
地
型
ス
マ
ー
ト
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
Ｆ

フ
ァ

ク
ト
リ
ー

―
グ
リ
ッ
ド
」

だ
。

　
工
業
団
地
に
は
出
力
７
８

０
０

の
大
型
ガ
ス
コ
ー

ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン

熱
電

併
給

シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ

れ
、
入
居
企
業
に
電
力
と
熱

を
供
給
し
て
い
る
。
工
場
単

位
で
自
家
発
電
を
保
有
し
、

発
電
し
た
電
力
を
工
場
だ
け

で
使
う
よ
り
も
運
転
効
率
が

高
い
。
高
効
率
で
運
転
が
で

き
れ
ば
、
燃
料
の
ム
ダ
遣
い

が
抑
え
ら
れ
る
の
で
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
が
減
る
。

　
電
力
供
給
先
が
５
社
だ
っ

た

年
は
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
が

な
い
場
合
に
比
べ
て
団
地
全

体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
を

％
削
減
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

％
抑
制
し
た
。

年
中
に

電
力
供
給
先
が
７
社
に
な
る

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
が

％

減
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は

％

減
と
、
さ
ら
に
効
果
が
大
き

く
な
る
。

　
団
地
は
コ
ー
ジ
ェ
ネ
と
は

別
に
電
力
会
社
か
ら
も
受
電

し
、
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
電
力
と

組
み
合
わ
せ
て
入
居
企
業
に

送
電
し
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が

コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
ガ
ス
代
と
運

転
効
率
、
電
力
会
社
の
電
力

料
金
を
計
算
し
、
常
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
費
が
最
小
に
な
る
よ

う
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
の
運
転
を

微
調
整
し
て
い
る
。
入
居
企

業
は
安
い
電
力
を
購
入
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。


